
常
に
改
革
を 　私が議会事務局に出向したのは、平成21年４月から平成26年３月までの５年間

である。
　当時は、渡邉彦兵衛町長が２期目に入り、会期延長や時間延長の審議は少な
かったと思う。また、懇親の場等でも事件事故もなく執行部と議会との関係はあ
る程度穏やかな時期だったと思う。
　議会に対する社会の流れは、議員数が多いとか、報酬が高いといった風潮が高
まっていて、地方自治法も人口による議員定数の法定上限を廃止する改正がなさ
れ、各自治体で自由に定数を定めることができるようになった。平成23年10月我
が議会も定数を16名から14名とする議員提出議案が出された。臨時会を開催し、
提出議員による議案説明、休憩を挟み討論を行い、起立採決の結果、賛成７・反
対８で否決となり、次回の選挙は現状の16人で実施することになった。報酬につ
いても、全国的に日当制や月額報酬の減額等の話題があったが、議員活動を充実
していくとし、特に話し合いは行われなかった。
　大きな流れの変化としては、地方議会議員年金制度が廃止となったことであ
る。年金財政の逼迫が理由で廃止となったものだが、議員としての環境が一歩後
退したのではないかと思っている。
　議員推薦の農業委員については、前回まで議員の中から選出していたが、関係
団体から議員以外の女性委員を推薦してほしいとの要望もあり、議会としても、
今後、女性が公選で立候補する環境に繋げていきたいとして同意し、全体会を開
催し、推薦される方からの了解を得て各議員が女性委員２名を推薦し、調整して
決めることに話し合いがついた。その後、議長を除く全員から推薦が出され、そ
の中から２名の推薦者を議員の投票により決めて本会議に臨んだ。議場では２名
の方を議長推薦とし、全員異議なしで決定した。議事進行や推薦された２名の方が
承諾してくださるか心配したが、スムーズに進行し安堵したことが思い出される。
　事務局職員は２名体制で、猿田玲子書記と１年間、工藤成子書記（現局長）と
４年間仕事をさせていただいた。猿田書記は事務局に５年在職し、その間毎年局
長が変わるという経験をしている。工藤書記は、まちづくり課町長秘書担当から
の出向であった。両書記とも洞察力に優れ、各種会議の情報や雰囲気等細やかに
報告してもらい、次の対策に備えることができた。議場の出口・入口について話
題となり、町長席、議員番号席、局長の位置を考慮すると、回廊側が入口、廊下
（階段）側が出口ではないかとの意見も出され、要検討である。
　最後に60年の歴史を重んじ、受け継ぐべきは受け継ぎ、常に議会改革を意識し、
議員としての役割を果たすため、議員各位の益々のご活躍をお祈り申し上げ、思
い出としたい。
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